
 

 

 

 

自分たちで考えるルール 
 三田市の中学生に iPad が配布されて、丸 5 年が経過しました。つい先日、端末の入れ替えがありました

ね。真新しい iPad を使い始めるのは、少

しわくわくしませんか。もっとも、わくわ

くしているだけではいけません。iPad は

便利なツールである一方で、その使用には

責任も伴います。正しく、賢く活用するた

めには、みんなが一定のルールを守る必要

があります。これまでは、先生たちが決め

た iPad 活用のルールを、みなさんに伝え

てきましたが、今年度は少し違う取り組み

を始めました。 

先日、新入生歓迎会の中で代表委員長か

らも紹介があったように、代表委員会の取

り組みとして、代表委員が中心となってル

ールの改訂を行いました。内容について話

し合ったうえで、昨年度 3学期の代表委員

のみなさんが、教室掲示用のリーフレット

も作成してくれました。生徒の目線でルー

ルを見直し、自分たちの学校生活がより良

くなるように考えてくれています。 

 時折、みなさんの中から、周囲の人の

iPad の使い方について疑問の声が上がる

ことがあります。「不必要なときに触って

いる」「学習に関係のないサイトを見てい

る」「人の写真を勝手に撮っている」とい

ったものです。もちろん、これらの行為が

なくなるに越したことはありません。 

しかし、誰にでも間違いはあるものですし、そもそも中学校は間違ってもよい場所です。（間違ったあと

にどうするかが大切ですよね。）私が最も感心しているのは、こうした行為がおかしいことに、みなさん自

身が気づくことができるようになってきたという点です。 

このように、集団の中で自分たちから良くなっていこうとする動きを「自浄作用」といいます。この自浄

作用が働いている組織は、過ごしやすく、居心地のよいものになります。生徒自身がルールを定め、自分た

ちの手で守っていこうとする。そんな学校に、少しずつ近づいてきているのではないでしょうか。 

 「生活のきまり」も同じです。生徒会役員のみなさんが中心となり、毎年考え直しています。ルールに納

得できないとき、破るのではなく、より良いものに変えていこうとする姿勢を大切にしていきたいですね。 

ルールは、みんなを縛るものではなく、みんなで育て、大切に守っていくものなのです。 
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